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絵画表現において白と黒の二色が大きな役割を果たすことは




















は、人物の顔や手などの肉身は多くの場合白系の顔料が塗られ、雪や雲なども白く塗られる が普通であった。 「春日権現験記絵巻」第十九巻の雪山の表現などは、白で雪を描いた例としてまず思い浮かぶ印象的な雪景色である。 「うらしま絵巻」 （日本民藝館蔵）の玉手箱から立ち上る煙を白い筋で描いた表現なども、記憶に残る白の使用例と言えよう。
着色する絵画において、白いモチーフである肌や雲、雪 花、
鶴などを白い顔料を塗って描くのは当然のこと り、日本や東洋の絵画に限ったことではもちろんないが、白で描いた特筆に値する例として 白絵屏風を挙げよう。原在中筆 伝える 「白









フの形 抜く技法を外隈というが、雪山や水流、白梅や白菊鶴や白鷺のような白いモチーフや、かすかに墨を掃い 空 浮かぶ月などは、この技法で表現されたのである。もちろん山水画上部の余白は、空を表現するものであった。
墨で白梅を描く墨梅は、墨竹や墨蘭と並んで古くから行われ
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た墨絵のジャンルである。細い線で花弁の輪郭を描いて地の白で白梅を表現するのは、南宋の揚補之に始まる技法という。墨梅は日本にも鎌倉時代に 伝わっており、白雲恵暁賛の双幅（栗棘庵蔵）が早い例として知られている。同じ花木でも桜は水墨画に描かれることが少ないが、梅を好んだ中国でほとんど描かれなかったことと、墨 みでは桜花特有 ピンクが表現できないことが理由だろう。
白い鳥を白地を残して描く例も豊富であり、南宋の画僧蘿窓
の「竹鶏図」 （文化庁）や、雪村が「花鳥図屏風」 （図２、ミネアポリス美術館蔵）に描いた白鷺など 思い浮かぶ。地の白を残した雪の表現もしばしば見 けるところであるが、これについては後述しよう。
水墨画と並んで地の を残す表現が多用されたジャンルは版

























漆黒の画面に描くのは極めて珍しいが、黒に近い濃紺の地とうことであれば、仏教絵画の中にいくつか例を拾うことができる。空海請来本を転写したと伝える高雄曼荼羅（神護寺蔵）その古い例で、濃紺の紫綾地に金泥と銀泥の線描のみで両界曼荼羅の多くの尊像を描いたもので 。傷みが激しい が惜しまれるが、保存 よい部分には制作当初の流麗な線描の技を見ることができる。平安時代中期 制作された子島曼荼羅（子島寺蔵）も、同種の技法による両界曼荼羅と て知られてい 。
濃紺に金という組み合わせは書においても多用されており、
紺紙に金銀泥で書写した経典が数多く制作されている。書と絵の融合と言うべき金字宝塔曼荼羅は、紺地に金で書した経文の文字を連ねて、宝塔を描き出す文字絵である（図３） 。経文の一字一 聖なるものと見る観念から金字が使われたのだろうが、その輝きを引き出すために、高雄曼荼羅などと同じく濃紺の地 使われた である。 字宝塔曼荼羅は平安末から鎌倉にかけての作例がいくつか残されているが、高麗の作例 知 れていて、大陸から伝来したものであること 明ら である。
蒔絵や紺地金銀泥描を別とすれば、暗色の背景を持つ絵画の
多くは、紙や絹 本来の白地を、後から黒く潰したものである。背景の白地を黒く潰す作例には肉筆の作品と版画作品の二種があるが、特に版画は白と黒 対比で形象を描く技法であ から、白と黒をテーマとする拙論において大きく取り上げ べきジャンルであろう。ここでは両者を取り混ぜな ら 時代順に検討してみたい。
まず一点制作の肉筆作品の古い例として、鎌倉時代から室町


















































一七六八）の禅画に早い例がある。白隠画の革新性につ ては様々な誌面で述べてきた 、万寿寺の大達磨のような代表作において印象的な黒バックを試みて ることも、絵画史において強調されるべき事柄であろ
う（８）
。制作年代の明らかな黒バックの
早い例としては、大阪市立近代美術館建設準備室所蔵の「維摩像」 （図７）と静岡市龍津寺所蔵 「太原崇孚像」 （図８） 、七十一歳の宝暦五年（一七五五）の作である。
白隠はほとんどの作画に人々へのメッセージとしての賛を付
































えたが、蒔絵のような特殊なものや、版画 技法によ ものを除いては、黒バックはあまり見かけぬも であったと言ってよいだろう。特に風景画に ほとんど黒バックの例を拾うことができなかったが、風景画における黒バックは夜の表現と考えられるので、それは夜を漆黒で表現す 例が少なかったことを意味している。そうしたことを踏まえて、本節ではまず日本の絵画表現の中で夜がどのように描かれてきたのかを振 返ってみたい。
まずやまと絵から夜の表現を拾うとすれば、 「源氏物語絵巻」


































































氏は、与謝蕪村を「夜の画家」と形容し おられる。夜半亭名乗った蕪村には、確かに「闇夜漁舟図」 （逸翁美術館）や天明元年（一七八一） ）の款記がある「王子猷訪戴安道図」など、夜や夕暮れ時を描いた好作が多い。星野氏は「富嶽図」 、 「蛾眉露頂図」 、 「夜色楼台図」という蕪村 を代表する三つの作品 、夏秋冬の夜景三部作を構成するのではないかと推測 おられる。
なかでも「夜色楼台図」は、夜を描いたものとして史上に残


















図」などを挙げるまでもなく古くより行われた技法であるが、その多くは遠い雪山を塊として描 ものであっ 。蕪村の「鴉図」や蛇玉の「雪中松に兎・梅に鴉図屏風」 、あるいは夜景ではないが圓山応挙の「雪 図屏風」 ど 見るように、十八世紀の雪の表現は近景の雪の質感の表現を狙ったものであり その高度な達成には目を見張るものがある。
＊＊
ここまで背景を黒地とする表現や、それと深くかかわる夜や
雪の表現が、一八世紀 後半に大き 進展したことを述べ きたが、それらは十九世紀に入って一層の成熟を見せ 。拙稿のまとめとして、その様相を概観しておきたい。
まず十九世紀の初頭に、葛飾北斎が読本の挿絵に印象的な黒
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